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また、昨年度に引き続き、株主還元施策として、9月30日に「上限500億円の自己株式の取得および上限835万

株の株式の消却」を発表しております。配当金につきましては、今中間期は1株当たり50円となり、前中間期より

6円の増配になります。

今後も、株主の皆様に、シオノギグループの成長をともに実感していただけるよう株主還元施策を進めて

まいります。

株主の皆さまへ
シオノギグループは、「シオノギの基本方針」に

ある「常に人々の健康を守るために必要な最も

よい薬を提供する」ことをグローバルに具現化し、

2016年10月にアップデートした中期経営計画

Shionogi Growth Strategy 2020(SGS2020)

の達成ならびに2020年以降の成長につなげて

いくことに全力で取り組んでおります。

また、「創薬型製薬企業として社会とともに

成長し続ける」企業として、シオノギグループを

取り巻く全てのステークホルダー（顧客、社会、

従業員、株主・投資家）の皆さまに対して企業価値

と社会価値を提供することで、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。

2019年度の取り組み
今期は、研究開発、国内・海外事業、ビジネスイノベーションのそれぞれにおいて、以下のような強化・

向上策を講じることで、引き続き増収増益を目指すとともに、2020年度以降の持続的な成長につなげてまいり

ます。
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研 究 開 発

国 内・海 外 事 業

次世代成長ドライバーの開発進展

国内事業強化とグローバルプレゼンスの確立

新たな価値創造と経営基盤の強化ビジネスイノベーション



活動報告

2019年度上期業績のポイント

ロイヤリティーおよびマイルストン収入ならびにヴィーブ社からの配当金収入の推移

上期通期

● HIVフランチャイズの売上拡大（ロイヤリティー収入、配当金）
● ゾフルーザ®のグローバル開発進展に伴うマイルストン収入

財政状況等その他詳細については、当社ウェブサイトをご参照ください。 http://www.shionogi.co.jp/ir/library/materials.html

親会社株主に帰属する四半期純利益
516億円 （前年比 10.8％↓）

経常利益
653億円（前年比 6.8％↓）

営業利益
582億円（前年比 1.5％↑）

売上高
1,609億円（前年比 4.4％↓）
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

711 815
1,116 1,323

1,801
2,086

その他のロイヤリティー収入
ロシュ社からの開発の進展に伴うマイルストン収入
ヴィーブ社からのロイヤリティーおよび配当金収入
アストラゼネカ社からのロイヤリティー収入

2019年度通期業績予想の修正

2019年度通期連結業績予想 （単位：億円）

2019年度当初
2019年度修正
増減額

売上高

3,655
3,670
  ＋15

営業利益

1,470
1,500
   ＋30

経常利益

1,705
1,715
   ＋10

親会社に帰属する
当期純利益
1,330
1,350
   ＋20

為替レート
（期中平均）
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2019年度
前提（修正）
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「ストリーム・アイ株式会社」の設立（2019年10月1日）

当社とエムスリー株式会社は、2019年10月1日に合弁会社ストリーム・アイ株式会社を
設立しました。ストリーム・アイは、両社の持つ強みを持ち寄り、「病気で苦しむ患者さまを
一人でも少なくすること」を目的に、デジタル技術を活用した情報提供と既存のMRによる
リアルな情報提供を融合した新しい情報提供モデルの確立を目指しています。医薬品の適正
使用情報だけではなく、予防・診断を含む総合的なケアの提供に取り組みます。

ゾフルーザ®

米国において、2018年10月に承認された抗インフルエンザウイルス薬「ゾフルーザ®」は、2019年10月には抗インフルエンザウイ
ルス薬として初めて、合併症を併発するリスクが高いインフルエンザ患者に対する追加適応が承認されました。また、国内においては、
2019年10月にインフルエンザウイルス感染症予防に関する効能・効果追加申請を行いました。

インチュニブ®

ADHD治療薬である「インチュニブ®」は、小児患者（6歳以上18歳未満）への適応として2017年5月に発売し、多くの患者さまに使用
されています。2019年6月には成人患者（18歳以上）に対する追加適応も承認されました。

企業スポーツ：シオノギ女子ソフトボール部

いつもシオノギ女子ソフトボール部を応援して頂き、誠にありがとうございます。
シオノギ女子ソフトボール部は、創部70周年を迎えた今シーズンから、オフィシャル
スポーツとして位置づけられ、ソフトボールにより打ち込める体制を整え練習に
励みました。その結果、今シーズンの成績はリーグ10位（7勝15敗）となりました。
特に中盤戦以降は投打がかみ合い粘り強さが目立ち、来シーズンに繋がる試合
が多く見られました。
今後も引き続きソフトボール部へのご声援を宜しくお願いいたします。

パイプラインの状況（2019年10月30日時点）

詳しい開発品状況は、当社ウェブサイトをご参照ください。  http://www.shionogi.co.jp/company/index.html  （開発品一覧へ）

申請・承認

7品目
フェーズIII

3品目
フェーズII

12品目
フェーズI

9品目
パイプライン
ステージ別品目数
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公式サイト ： http://www.shionogi.co.jp/company/csr/act/softball.html

シオノギファーマの事業開始（2019年4月1日）

当社グループは2019年4月1日に、生産関連機能を結集したグループ会社であるシオノギファーマの事業活動を総勢約1,300名の
体制で開始しました。これまでの長い歴史の中で培ってきた技術と経験そして信頼を基盤に、グローバルで戦える「技術開発型もの
づくり企業」として、医薬品と製造・分析・製法開発・医薬エンジニアリングの各技術をグローバルにお届けするCDMO*のリーディング
カンパニーとなることを目標に掲げています。                                   *Contract Development Manufacturing Organization、医薬品開発製造受託企業

超！ガツガツ行こう

2019年10月：「ストリーム・アイ株式会社設立」記者会見
左から 塩野義製薬 澤田、エムスリー株式会社 泉屋 取締役

■ 事業所一覧

本社・摂津工場
〒566-0022 大阪府摂津市三島2丁目5番1号
TEL：06-6381-7341

金ケ崎工場
〒029-4503 岩手県胆沢郡金ケ崎町西根森山7番地
TEL：0197-44-5121

尼崎事業所
〒660-0813 兵庫県尼崎市杭瀬寺島2丁目1番3号
TEL：06-6401-1221

徳島工場
〒771-0132 徳島県徳島市川内町平石夷野224番地20
TEL：088-665-2312



4

株式の状況

●発行可能株式総数 1,000,000,000株
●発行済株式の総数 　316,786,165株
●株主数 　　　  35,730名
●所有者別株式分布

（注）所有者別株式分布状況は自己株式を「個人その他」に含めて、
　　表示しております。

金融機関
43.99％

証券会社
2.19％

その他国内法人
3.01％

外国法人等
40.36％

個人・その他
10.42％

株主メモ

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

単 元 株 式 数
公 告 掲 載 方 法

上 場 証 券 取 引 所
証 券 コ ー ド
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所
（郵便物送付先）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネットホームページ）

◇
◇
◇

◇
◇

◇
◇
◇

◇

4月1日から翌年3月31日まで
6月
定時株主総会:3月31日　期末配当金：3月31日
中間配当金：9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日
100株
電子公告
当社インターネットホームページ（http://www.shionogi. 
co.jp/ir/announcement.html）に掲載しています。
東京　　
4507
三井住友信託銀行株式会社
（東京都千代田区丸の内1丁目4番1号）
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部　
（大阪市中央区北浜4丁目5番33号）
〒168-0063 東京都杉並区和泉2丁目8番4号　 
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　    0120-782-031
三井住友信託銀行インターネットホームページ
https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

≪株式事務手続のご案内≫
◆住所変更、単元未満株式の買取、配当金受取方法の指定等のお届出およびご照会先

証券会社等の振替口座で保有
されている株式に関する手続

特別口座に記録された株式に
関する手続

～～～～～～～～～～～～
株主様が口座を開設されている証券会社等

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
当社が特別口座を開設している三井住友信託銀行
（ご照会は上記の電話照会先にお願いいたします。）

配当ならびに自己株式の取得・消却

シオノギグループは、事業活動により得られた利益を株主還元、将来に向けた成長投資、戦略的事業投資などにバランス
良く配分することを目指しております。また、配当につきましては、株主の皆様にともに成長を実感いただけるよう、DOE
（株主資本配当率）4.0%以上を指標とし、安定的に増配していくことを2020年度までの目標としております。
今中間期は、1株当たり50円となります。

1株当たりの中間配当金　50円

株主還元について

〒541-0045 大阪市中央区道修町3丁目1番8号
http://www.shionogi.co.jp/

上期通期

1株当たりの年間配当金

年間
増配予定

2015年度 2016年度 2017年度 2019年度2012年度 2013年度 2014年度

100

50

2018年度

94

44

（予定）

82

38

72

34

62

28

52

24

46

22

42
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自己株式
・350億円分取得
・消却2,200万株

自己株式
・294億円分取得
・消却500万株

自己株式
・500億円分取得
・消却735万株

自己株式
・500億円分取得（予定）
・消却：835万株（予定）

自己株式
・300億円分取得




